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＊自動配本はほとんどいたしません。どの取次からも納品できます。弊社書籍は返品時フリー入帳です。

ご注文は
こちら ＦＡＸ ： ０１１- ２１９- １２１０ TEL 011-219-1211　札幌市中央区北２条西３丁目１タケサトビル６Ｆ

HP：http://www.hakurosya.com/　　　　発行：柏艪舎 / 発売：星雲社
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札幌市中央区北２条西３丁目１タケサトビル６Ｆ TEL 011-219-1211　■発行：柏艪舎　■発売：星雲社

 新刊委託ご注文〆日：2 月 28 日2020 年 3 月中旬発売予定

■ ISBN978-4-434-27148-9 Ｃ 0095　■ 46 判 / 並製 /256 頁　■ 1,500 円 + 税

伝えたいアイヌ民族の紋様
■ ISBN 978-4-434-27027-7 C0072　■ A4 判 / 並製 /156 頁　■ 2,600 円＋税　

小川早苗／加藤町子編

■ 1,500 円＋税　■ ISBN 978-4-434-27148-9 Ｃ 0095

ラストアイヌ 川嶋康男

■ 46 判　■並製　■ 256 頁

反骨のアイヌ歌人
森竹竹市の肖像

川嶋康男：ノンフィクション作家。北海道生まれ。札幌在住。主な著書に、『永訣の朝』（河出書房新社）、
『凍れるいのち』（柏艪舎）、『100 年に一人の椅子職人』（新評論）ほか。『大きな手 大きな愛』（農文協）で、
第 56 回産経児童出版文化賞 JR 賞（準大賞）受賞。

4/24 ウポポイ・民族共生象徴空間オープン

自らを “最後のアイヌ” と呼ぶ、誇り高きアイヌ三大歌人の一人、森竹竹市。
その鋭い眼差しの先には、つねに未来があった―。
激動の時代にアイヌを生きたその生涯を、彼の詩と、掛川源一郎氏の写真から紐解く。

アイヌ民族の復権を目指し、その怒りを文学に込めて闘い続けた歌人の叫び

序　章　語るに落ちる / 第１章　少年の肩 / 第２章　鉄道員 / 第３章　若きウタリに / 第４章　『原始林』/
第５章　アイヌを生きる / 第６章　レラコラチ―風のように / 終　章　「ラストアイヌ」の矜持
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伝えたいアイヌ民族の紋様
小川早苗 ／　加藤町子 編

■ A4 判並製 156 頁　■ 2,600 円＋税予定　■ ISBN 978-4-434-27027-7 C0072
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祝・「熱源」直木賞受賞！

アイヌを主人公にした「熱源」が直木賞を受賞し、
4月には、国立アイヌ民族博物館などからなる施設「ウポポイ」がオープンします。
アイヌ文化を背景にした漫画「ゴールデンカムイ」も人気を博しています。

アイヌ民族に関心が集まっているいま、アイヌ関連書籍の新刊をご案内いたします。

アイヌ関連書籍の新刊のご案内

ラストアイヌ 川嶋康男著反骨のアイヌ歌人森竹竹市の肖像
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小川早苗 :エテケカンパの会会長、アイヌ文化伝承の会手づくりウタラ主宰として、アイヌ文化の伝承活動に尽力してきた。
現在は後進の指導育成とアイヌ文化の普及啓発に積極的に取り組んでいる。

加藤町子 :小川早苗氏の妹。20 代の頃よりアイヌ刺繍を始め、以来、アイヌ刺繍家として長きにわたり、伝統的なアイヌ
衣服全般の制作、アレンジした現代的なアート作品を手がけてきた。作品は内外から高く評価されている。

文化は、継承されなくてはならない
長年アイヌ文化の伝承と作品制作活動に携わってこられた、
小川早苗氏と加藤町子氏のコレクションを纏め、178 点を掲載。
アイヌ民族に伝わる独特の紋様・文化を後世に残す願いをこめて編んだ珠玉の一冊。

 新刊委託ご注文〆日：2 月 13 日2020 年 2 月 25 日発売予定


